
特集2 北海道の再生可能エネルギーの潜在力

北海道では「GXをけん　引する８つのプロジェクト」をはじめとした、GXに関するさまざまな取り組みが始まっています。

地球温暖化が進む今、二酸化炭素（CO₂）をはじめとした温室効果ガスの削減は社会的な
課題となっています。GXとは、石油などの化石エネルギー中心の産業・社会構造から、
CO2を排出しないクリーンエネルギー中心の社会構造へと変革させるとともに、この社
会構造の変革を経済成長の機会と捉え、脱炭素社会への変革と経済成長を同時に実現さ
せるための活動のことです。
GXの取り組みを道内各地に広げ、経済と環境が好循環する持続可能な地域社会を構築す
るとともに、北海道の豊かさや道民の皆さまの暮らしやすさの向上につなげていきます。

環境省が運営する「REPOS（再生可能エネルギー情報提供システム）」の潜在的な導入量（導入ポテンシャル）の推計によると、都道府県別で風力発電、太陽
光発電、中小水力発電では北海道が1位、地熱発電では2位となっています。北海道では、畜産バイオマスや木質バイオマスを含め、地域の資源を生かしたさ
まざまな再生可能エネルギーの導入が進められているところですが、洋上風力をはじめ地域との共生を前提として、さらに導入できる可能性があります。1

わが国のGXをリードする北海道
GX（グリーントランスフォーメーション）とは何か？

2 北海道のGXをけん引する　　  のプロジェクト

発電設備の部品点数は約2万点と
すそ野が広く、調査・開発から建設、
メンテナンスといった幅広い分野
にわたり需要が期待されています。
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5カ所（着床式）が「有望な区域」に選定
２カ所（浮体式）が「準備区域」に整理

洋上風力発電
関連産業
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石狩市沖
岩宇・南後志地区沖
島牧沖
檜山沖
松前沖

有望な区域
準備区域

全国の洋上風力案件形成目標
45GWのうち、1/3の15GWが北海道
（1GW(ギガワット)は100万kW）

洋上風力発電 次世代半導体 水素 海底直流送電

［商用化の事例］株式会社しかおい水素ファーム

水素やCO2からSAFなどの合成燃料を製造

SAF（Sustainable Aviation Fuel）
電気エネルギーを蓄えておき、必要
なときに電気エネルギーに戻して使
うもので、発電の需給調整などに活
用されています。
道内では、豊富町に風力発電の出力
調整用として世界最大規模の蓄電池
が設置されています。

廃食油や廃棄物などを原料として生成される持続可能
な航空燃料であり、従来の燃料と比べ、6～8割ほどの
CO2を削減できます。
国では、令和12年(2030年)までに国内航空会社が使用
する燃料の10％をSAFに置き換える目標を設定してお
り、将来的には、CO2と水素から合成されるSAFの利用
拡大が見込まれています。

再エネ電力や再エネ電力で作った水素を
消費地へ運搬するもので、道内では、株式
会社パワーエックスが室蘭市や苫小牧港
管理組合と連携し、電気運搬船の活用に向
けた取り組みを進めています。

再エネ電力再エネ電力を 作 る 再エネ電力再エネ電力を た め る

風車を海上に設置して発電するもので、陸上と比べ
て風況の良い場所が多いことに加え、大量の電力を
発電することが可能となります。このため、再エネ
拡大の切り札といわれています。

半導体とは、スマートフォンやパソコン、AIなどの分
野でさまざまな製品に使用される基幹部品であり、産
業に必要不可欠な「産業のコメ」ともいわれています。
道内では、エネルギー効率が高く高性能な次世代半導
体の量産製造を目指すRapidus株式会社の拠点整備
や関連産業の集積の動きが見られます。

エネルギーとして使用される水素は、酸素と結びつけて発電するほか、燃焼させて熱エネルギーと
して使用します。水素は、水を電気分解して製造するほか、さまざまな資源から作り出せることや、
使用時にCO2が発生しないことから、次世代エネルギーとして注目されています。

主に道内の再エネ電力を、海底の送電ケー
ブルを通じて、関東などの大消費地に送る
もので、日本海ルートの200万kWについて
は、令和12年度(2030年度)を目指して整
備が進められています。Rapidus株式会社が千歳市に建設

する工場の完成予想図 株式会社しかおい水素ファームでは、国内で唯一、家畜ふん尿由来
のバイオマスから水素を製造しています。乳牛1頭が1年間に出すふ
ん尿から燃料電池自動車(FCEV)が10,000km走れる量の水素を
製造することが可能です。

再エネ電力再エネ電力を 運 ぶ
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電気及び水素運搬船8
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再エネ電力再エネ電力を 使 う
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日本海ルート
（400万kW）※

（400万kW）※
太平洋ルート
（200万kW）

（400万kW）

化石エネルギー中心の社会の構造を
クリーンエネルギー中心に転換

化石エネルギー中心の社会の構造を
クリーンエネルギー中心に転換

北海道を豊かにし、
暮らしやすさの向上を実現
北海道を豊かにし、

暮らしやすさの向上を実現

※2030年度を
目指して先行整備
（200万kW）

データセンター
データセンターは、デジタル社会のインフラであり、
全てのインターネットサービスはデータセンターを
経由して提供されるなど、生活に欠かせない施設で
す。国では北海道を東京・大阪圏を補完・代替するデジ
タルインフラ整備の中核拠点に位置づけており、本道
の冷涼な気候や豊富な再エネを活用したデータセン
ターの立地が進んでいます。
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※この広告は、広告主の責任において掲載しております。※この広告は、広告主の責任において掲載しております。

国際海底
通信ケーブル

北極海を経由してアジアと欧州を結ぶ海底通信ケーブ
ルの敷設が検討されており、道では、欧米との地理的近
接性を生かし、国際海底通信ケーブルの本道への陸揚げ
の誘致に向けた取り組みを実施しています。

©（同）石狩再エネデータセンター第１号
合同会社石狩再エネデータセン
ター第1号が石狩市に建設予定の
再エネ100％のデータセンター

寿都町 清水沢発電所
（北海道企業局）

森発電所
（北海道電力）

伊達ソーラー発電所
（北海道電力）

ふ せつ

水素

水酸素 電気

電気

水素から電気ができるしくみ

蓄電池6
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